
 

 

平成２３年度 第４回 金沢市介護保険運営協議会 

 

日 時：平成２４年２月２７日（月） 

午後４時３０分～６時３０分 

場 所：金沢市役所７階 全員協議会室 

 

 

次      第 

 

 

１ 開 会  

 

 

２ 議 事 

  （１）「お年寄り地域福祉支援センター」の名称変更について        資料１ 

 

 

 

  （２）「長寿安心プラン２０１２」について                資料２ 

                                      資料３ 

                                      資料４ 

 

  （３）第５期の施設整備と介護保険料について               資料５ 

 

 

 

  （４）介護サービス適正化専門部会の設置について             資料６ 

                                      資料７ 

                                    

 

 

３ 閉 会 

  

 



お年寄り地域福祉支援センターの名称変更について 

 

新名称（案） 

  金沢市地域包括支援センター○○○○ 

 

＜理由・考え方＞ 

 

 ・「地域包括ケア」の推進に取り組む 

 ・民間の事業所と明確に区別し、二重名称を解消する 

 ・「金沢市」を付けることにより、責任の所在を明確化する 

 ・全国的に使用されている名称にすることで、市外にいる家族や転入者への

説明が容易になる 

 ・利用者や地域の関係者には、「支援センター」で定着しており、変更に混乱

が少ない 

 

 

＜周知方法＞ 

 

 ・各お年寄り地域福祉支援センター法人に対し、説明会の開催（3月初旬） 

 ・名称変更用のチラシを作成し、地域の利用者や関係者、関係団体へ配布 

 ・地区社協、地区民児協で説明 

 ・ホームページの変更（3月当初と4月） 

・新聞広報（3月末と4月） 

 ・共通リーフレットの作成と配布 

 ・「すこやか長寿」、「みんないきいき介護保険」などパンフレットの配布 

  

 

資料番号 

１ 





 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金沢市介護保険運営協議会 

 

 

 

 

 

 

 

金沢市老人福祉計画・介護保険事業計画（平成 2４年～2６年度計画） 

 

資料番号 
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   「長寿安心プラン２０１２」の内容につきましては、 

下記の金沢市ホームページに掲載されております。 

 

http://www4.city.kanazawa.lg.jp/23025/bosyuu/index.html 

 

 

 

 

http://www4.city.kanazawa.lg.jp/23025/bosyuu/index.html


地域の拠点としての相談支援体制を強化するため、運営体制等を見直し

　・相談、訪問業務に対応する介護支援専門員を１人増員

　・経験ある専門員への業務経験加算や事務費等を追加

　・包括的支援事業の実施に当たっての運営方針を明示

　・医療との連携強化（地域の医療機関の医師等が運営懇談会に参加）

　・お年寄り地域福祉支援センターのパンフレット作成

（Ⅰ　市民と共に築く地域支援体制の充実）

ショートステイ利用の繁忙期に、緊急に利用が必要になった時のために、小規模多機能型

居宅介護事業所の空室を利用した、介護保険外での宿泊サービス提供を委託

　・利用期間　　年末年始、ゴールデンウィーク、お盆時期

　・利用料　　　 市で定めた宿泊料相当額について利用者は１割を支払い、残りは市が負担

（Ⅲ　地域におけるきれ目のないサービスの拡充）

高齢者ができる限り住み慣れた地域で生活できるよう、在宅サービスを充実

　・24時間対応の定期巡回・随時対応型サービス、複合型サービスの提供

（Ⅲ　地域におけるきれ目のないサービスの拡充）

高齢者が状態に応じた住まいを自ら選択できるよう、多様な住まいを整備

　・待機者解消に向けた特別養護老人ホームの整備など介護保険施設の整備推進と

　　サービス付き高齢者住宅なども含めた生活の場の整備

（Ⅳ　安心して暮らせる生活環境の整備）

精神科救急基幹病院に認知症情報センターを設置し、認知症相談の中核窓口として、

医療と介護が連携し認知症支援体制を充実

　・精神保健福祉士を配置し、認知症に関する相談対応や認知症専門医との連携を

　　コーディネート

　・専門病院による認知症専門医ネットワークにより、当番制で相談・診療に対応（継続）

　・専門医担当者、地域包括職員、市担当者による情報連絡会の開催

（Ⅴ　認知症の方への医療と連携した支援体制の推進）

医療機関への入院や施設入所に至らない方などを受け入れる高齢者福祉避難所の

必需品整備に対し補助し、避難所の指定を推進

　・対象施設　　指定を受けた特別養護老人ホームなど

　・対象品目　　発電機、車いす、ベッドなど

　・助成内容　　補助率　３／４　　限度額　50万円

（Ⅹ　災害発生時の高齢者支援体制の整備）

１．お年寄り地域福祉支援センターの機能強化 

３．介護保険サービス給付費 

４．認知症ケア・地域ネットワーク事業

「長寿安心プラン２０１２」具現化に向けた重点事業 

５．高齢者福祉避難所整備費 

資料番号 

４ 

２．繁忙期における介護者支援事業








